
日 曜日 ２ 月 の 行 事 予 定 給  食

1 ㊐

2 月 ○

3 火 ○

4 水 短縮45分授業 ○

5 木 ○

6 金
人権を確かめあう日　授業公開日（午後）
第４回人権・同和教育学活・ＨＲ活動（公開）
登校日[午後]（６年）　第４回ＰＴＡ役員会（会議室17:30）

○

7 ㊏
進研共通テスト模試（５年）
土曜セミナー（６年）

8 ㊐ 進研共通テスト模試（５年）

9 月 校納金引落日 ○

10 火 ○

11 ㊌
建国記念の日　ＪＲ予土あす青春18高校生シンポジウム
南水研主催研究交流会

12 木 ○

13 金 学年末考査発表　登校日[午後]（６年）　進路講話（５年） ○

14 ㊏ 土曜セミナー（６年）

15 ㊐ 第３回漢字検定

16 月 ＧＡ発表会準備（７限） ○

17 火 水曜時間割　ＧＡ発表会（５・６限） ○

18 水 火曜時間割 ○

19 木 ○

20 金 学年末考査①　登校日[午後]（６年） ×

21 ㊏

22 ㊐

23 ㊊ 天皇誕生日

24 火 学年末考査② ×

25 水 学年末考査③　体育館美化（３年：放課後） ×

26 木 学年末考査④　式場設営・校内美化（４年：放課後） ×

27 金
学年末考査⑤　登校日（６年：8:35～）
卒業生礼法指導（8:50～）　卒業式予行（11:30～）
賞状授与式・記念品贈呈式（13:30～）　同窓会入会式（14:10～）

×
要弁当

28 ㊏

備
考

※　○は給食あり　×は給食なし
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６年生からの言葉 
 

６年２組 北川 凛々  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年４組 豊田 壱  

 

私がこの６年間で一番頑張ったことは部活動です。県大会では準優勝という結果を残しましたが、目

標としていた優勝には届かず、大きな悔しさが残りました。それでも、試合中に仲間と声を掛け合い、

最後まで諦めずに戦い抜いた時間は、本当に楽しく、今でも心に強く残っています。結果以上に、仲間

と一緒に全力で向き合えたことが、私にとって大切な経験になりました。また、部活動と受験勉強の両

立も簡単ではありませんでした。思うように結果が出ず、受験に落ちてしまい、心が折れそうになった

こともありました。それでも、忙しい中で努力を続けた日々は無駄ではなく、乗り越えた経験が自分を

少し強くしてくれたと思います。 

そして、部活動、受験のどちらも先生方の指導やサポートがあり、ここまで頑張ることができました。

先生方の支えがあったからこそ、困難な時も諦めずに努力を続けることができたのだと思います。 

後輩の皆さんには、勉強と部活動のどちらも大変な時期があると思います。それでも、仲間と支え合

いながら、どちらにも全力で向き合ってください。努力した時間や流した涙、笑いあった日々は、いつ

か振り返った時に、きっとかけがえのない思い出になります。この宇和島南での生活を一日一日大切に

して、思い切り楽しんでください。 

 私たちが南校へ入学した時は、コロナが流行しており授業が普段通りでないなど、変わった学生生活

でスタートしました。そのような環境の中で、私は勉強と学校生活の両立がうまくできず、最初の考査

では 120 人中 90 番の成績を取ってしまいました。これをきっかけに勉強に力を入れると、学年を重ね

るごとに成績を伸ばすことができ、最終的には自分の第一志望である防衛大学校に無事合格することが

できました。勉強をするうえで私がモットーにしていたのは、芸人ビートたけしさんの「努力は宝くじ

のようなものだ」という言葉です。努力は重ねても必ず報われるわけではないが、しなければ何も生ま

れないという意味で、この言葉が大いに私の心の支えとなりました。 

また、私が防衛大学校を本気で目指そうと思えたのは、学年主任の正木先生に出会うことができたか

らです。そして、辛い受験勉強を乗り越えることができたのは、一緒に勉強をしてくれる仲間の存在が

あったからです。一人では抱えられないことでも、一緒に背負ってくれる存在の誰かがいれば、それだ

けで楽になります。だから、皆さんにも友達は大事にしてもらいたいと思います。 

 最後に、６年間は長いようであっという間です。後悔が残らないよう、今の時間を大切に楽しく過ご

してください。そして、私に関わってくれたすべての人へ感謝したいと思います。 

６年生の皆さん、最高学年として学校を引っ張ってくれてありがとうござ

いました。自分の進路に向けて、最後まで諦めずに頑張ってください。 

後輩たちは、先輩方の言葉を心に受けとめ、さらに宇和島南を盛り上げて

いきましょう。 


